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令和7年度 学校評価《第１回》集計結果のお知らせ 

 

暮秋の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。日頃から、本校の

教育活動にご理解とご支援をいただきますことにお礼申し上げます。 

１０月に実施しました学校評価の回答にご協力いただき、ありがとうございました。評価集計が終わりましたの

で下記の通り結果についてお知らせします。今後、学校教育をよりよいものにするために今回の結果を活用して

いきたいと思います。また、結果を見た上でお気付きのことなどありましたら、学校までお知らせしていただけると

ありがたいです。 

今後とも、子どもたちの学びの向上のために、学校の活動へのご理解、ご協力をいただきたいと思います。何

とぞ、よろしくお願いいたします。 

 

記 

 

集計結果について 

              １  考察 成果と課題 

              ２  児童回答 集計結果 

              ３  保護者回答 集計結果 

                      ４  教職員回答 集計結果 
 

                       ＊ 児童回答の集計結果は１～６年生の平均値を記載しています。 

                       ＊ 児童質問の内容は、学年ごとに応じた内容としています。 

１ 考察 

 

〈成果〉 

○ 学校評価の質問にある「学校が楽しい」「みんなで何かをするのは楽しい」「授業がよくわかる」など学習に関わ

る質問では全児童が「よくあてはまる」「ややあてはまる」と答えています。また、「授業に主体的に取り組んでいる」

においても全児童の８割近くが「あてはまる」と回答しており、その数値も３年間のなかで最も高くなっています。「先

生は授業内容を一生懸命に教えてくれる」の回答も全児童が「あてはまる」と答えており、教職員が「発達段階や

児童一人一人に応じた授業づくり」を大切にして熱心に取り組んでいる成果と考えます。 

○ 昨年度より「自分の思いや考えを言語化しわかりやすく相手に伝える」ことを重視し、さらに今年度は「問い返しを

通してお互いに考えを深める」こともねらい取り組んできました。その結果、３年間で最も高い数値となっており、全

児童が肯定的な回答を示しています。お互いに考えを深められる関係性により、お互いに認め合い、自他を大切に

する仲間づくりにもつなげていきたいと考えています。 

〈課題〉 

● 昨年度末から行っている「チョコがく」は、保護者懇談会での声や学校評価の結果を受けて「子どもたちの主体的

な学習を促す」ことをねらって始めました。学校評価の数値は３年間で最も高い数値になっていますが、宿題の在り

方や家庭での学習の在り方を含め、子どもたちが将来にわたって自ら学んでいく姿勢をどのように身に付けさせる

かは今後も丁寧な取組が必要だと考えます。 

● 保護者質問の「学校は子どもたち一人一人を大切にし、温かく指導している」では全員から肯定的な回答をいた

だきとてもありがたいと思っています。しかし、「子どものことで気軽に相談できる」の数値結果から、学校が工夫す

べきことがあると考えます。これからも保護者の皆さまと共に子どもたちの学びを支えていきたいと思います。 

《まとめ》 学校評価についての考察は引き続き行い、今後の教育活動に役立てていきます。保護者の皆さまにおかれ

ましても、この結果をもとにお子様の今後の学びに活かしていただければと思います。また、この結果についてご

意見やご質問があれば、ぜひ学校までお知らせください。よろしくお願いします。 



 

 

 



 

 

 



 


